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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞膜；脂質アンカー、GPIアンカー。ヒアルロニダーゼは、細胞外マトリックスおよび基底膜に存在する主要な構造プロテオグリカンであるヒアルロン酸を分解します。ヒアルロニダーゼファミリーには6つのメンバーがあり、染色体3p21.3と7q31.3上に密接に連鎖した2つのグループにクラスター化されています。この遺伝子は以前はHYAL1およびHYA1と呼ばれていましたが、その後、正式遺伝子名SPAM1が割り当てられました。染色体3p21.3上の別のファミリーメンバーにはHYAL1が割り当てられています。この遺伝子は、ヒト精子表面および先体内膜に位置するGPIアンカー型酵素をコードしています。この多機能タンパク質は、ヒアルロニダーゼであり、精子が卵母細胞を取り囲むヒアルロン酸に富む卵丘細胞層を透過することを可能にする。また、ヒアルロン酸誘導性細胞シグナル伝達に関与する受容体であり、精子と透明帯の接着にも関与する。腫瘍におけるこの遺伝子の異常発現は、このタンパク質が基底膜の分解に関与し、腫瘍の浸潤および転移につながることを示している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2010年3月]
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	MCF-7全細胞ライセートのウェスタンブロット解析では、4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンを抗SPAM1ウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出には、HRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

